日本フアシズムの發展略史 by 船橋 五郎
日
本
フ
ア
v
ズ
ム
の
護
展
略
史
私
は
今
設
に
g
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
漁
民
展
過
程
に
付
い
て
略
説
す
る
で
あ
ら
・？
。
そ
の
前
に
日
本
フ
ァ
ッ
シ
ョ
に
開
園
慨
が
斑
接
間
接
協
き
刷
係
令
持
っ
と
云
ふ
玄
洋
一
肢
と
黒
龍
舎
の
名
b
T
示
さ
ね
ば
な
ら
な
ぬ
。
前
者
は
明
治
十
一
年
に
時
の
政
府
に
艶
す
る
不
予
知
が
年
同
紙
太
郎
．
聞
山
浦
令
中
心
と
し
て
九
州
に
創
立
さ
れ
．
玄
海
灘
b
T
越
へ
て
と
一式
ふ
意
味
で
玄
洋
枇
と
去
っ
た
と
か
．
そ
の
主
要
4
J
7
才
ロ
ギ
ー
は
大
陸
進
出
脂
で
あ
っ
た
。
後
者
は
前
者
の
血
h
q
引
い
た
も
の
で
日
清
戦
争
の
一－
岡
子
坊
に
憤
慨
し
北
清
家
鐙
ω夜
後
に
内
問
良
平
じ
よ
っ
て
設
山
比
さ
れ
た
も
の
で
銀
融
出
合
ま
で
と
云
ふ
意
味
で
然
龍
合
と
云
っ
た
と
か
で
大
7
V、
ヤ
主
義
が
中
心
的
指
導
精
紳
で
あ
っ
た
・
欧
洲
大
般
に
よ
る
日
本
資
本
主
義
の
飛
蹴
的
登
録
は
そ
れ
と
並
行
し
て
プ
ロ
ν
タ
リ
7
1
ト
運
動
抑
制
大
主
な
る
・
一
九
一
七
の
ロ
シ
ヤ
革
命
の
成
功
は
蹴
洲
の
み
な
ら
歩
金
資
本
主
義
ぎ
闘
に
準
命
山
危
機
を
感
じ
き
し
た
、
斯
様
な
環
鏡
の
許
で
所
開
「
愛
閥
閉
館
」
「
岡
締
主
義
朗
健
〕
な
る
も
の
が
多
敏
生
れ
た
ω
之
般
橋
五
良E
は
従
来
の
中
へ
ア
タ
ヤ
主
義
よ
り
眼
L
T
関
内
問
題
に
向
け
専
ら
プ
官
レ
タ
リ
7
1
ト
話
動
祭
減
の
た
め
に
資
本
家
階
級
の
乎
足
と
な
る
、
そ
の
主
な
ろ
闘
開
聞
と
し
て
は
大
豆
七
年
に
「
大
正
赤
心
図
」「
皇
道
義
曾
」
八
年
に
叶
園
料
合
」
「
従
儲
ク
ラ
プ
一十
年
に
「
大
和
民
努
A
W
」
十
一
年
に
「
赤
化
防
止
問
」
十
四
年
に
臼
本
正
義
図
等
身
が
生
れ
た
。
「
問
精
舎
」
は
政
文
系
で
あ
り
、
「
大
和
民
努
舎
」
が
民
政
系
の
反
動
制
恒
で
あ
っ
た
。
問
梓
枇
命
日
主
義
運
動
の
生
誕
貸
際
化
し
た
駐
合
主
義
と
努
働
者
農
民
の
質
践
遂
動
と
の
結
付
舎
は
釜
，
R
一進
み
つ
s
あ
る
時
、
一
方
で
は
ヲ
シ
シ
ト
ン
合
議
．
一
九
二
五
の
日
銀
間
交
快
復
が
め
っ
た
の
で
日
本
現
倣
者
と
し
て
の
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
運
動
が
起
っ
て
系
大
‘
彼
等
も
亦
時
代
の
児
で
あ
る
限
hvmな
る
皮
動
で
は
め
り
え
な
か
っ
た
。
粧
品
百
主
践
思
想
が
問
料
主
義
へ
の
侵
透
さ
れ
た
も
の
と
し
て
の
関
内
改
遣
が
彼
等
の
主
張
で
あ
っ
た
d
か
く
て
大
正
t
年
に
老
鮭
舎
が
生
れ
た
、
之
は
雑
然
と
各
種
ω思
想
の
人
々
が
集
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
後
日
そ
の
各
個
人
中，、
は
有
力
な
フ
ァ
シ
ズ
ム
指
導
者
と
な
っ
K
意
味
で
重
要
で
あ
る
、
之
や
母
酷
と
し
て
「
猫
存
一
肱
L
が
生
れ
に
北
一
輝
が
創
立
に
か
お
わ
、
中
心
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
臼
本
帝
園
の
改
造
と
ア
ジ
ヤ
民
族
の
解
放
で
あ
る
。
「
猫
存
粧
」
か
ら
は
「
行
地
枇
」
が
生
れ
に
、
誌
で
初
め
て
フ
ァ
シ
ズ
ム
閣
館
正
軍
部
と
の
連
絡
に
成
功
し
た
こ
と
は
特
筆
す
ぺ
き
で
あ
る
．
西
国
税
な
ど
の
紹
介
で
大
川
問
明
正
荒
木
‘
秦
と
の
握
手
成
る
。
高
畠
素
之
が
世
じ
認
め
ら
れ
に
の
は
上
杉
慎
吉
正
共
仁
「
結
倫
皐
盟
」
を
作
っ
て
か
ら
だ
。
嘗
つ
て
の
ア
ナ
ー
キ
ス
ト
赤
尾
敏
は
上
杉
を
合
長
に
頭
山
浦
、
永
田
秀
弐
郎
．
平
沼
臨
一
郎
、
小
川
建
太
郎
、
丸
山
鶴
吉
・
一
戸
兵
衛
巻
顧
門
に
「
建
閤
脅
し
そ
作
つ
化
。
そ
の
後
も
昭
和
一
一
年
の
金
融
恐
慌
E
産
業
合
理
化
に
盆
々
か
し
ひ
し
が
れ
た
中
間
暦
を
基
と
し
て
各
種
の
諸
闇
髄
が
生
れ
た
が
会
問
的
フ
ァ
シ
ス
ト
黛
と
し
て
つ
日
本
岡
民
黛
」
が
生
れ
つ
J
い
て
昭
和
五
年
に
一
愛
関
勤
労
黛
」
の
結
黛
と
な
る
。
前
者
は
血
盟
国
事
件
に
後
者
は
紳
兵
隊
事
件
に
翼
民
が
活
躍
し
↑
っ
か
く
て
金
閥
的
フ
ァ
シ
ス
ト
欝
の
結
成
ω試
み
は
悶
梓
主
義
幹
部
等
の
生
然
た
る
割
操
主
義
、
親
分
主
義
．
自
我
主
義
の
矯
め
に
失
放
し
つ
Y
け
に
が
潤
事
資
本
主
義
の
合
理
化
の
匙
展
E
勢
農
大
衆
及
び
中
産
階
級
ω生
活
の
逼
迫
は
諮
れ
の
眼
じ
も
金
融
資
本
の
活
動
的
露
骨
さ
や
思
ば
し
大
。
斯
じ
た
空
気
の
中
に
「
全
日
本
愛
国
共
同
闘
争
協
議
命
ス
日
協
V
が
生
れ
従
来
日
本
フ
ア
む
ス
ト
圃
聞
の
三
一
大
系
統
た
る
玄
洋
枇
系
‘
猫
存
枇
系
高
畠
系
や
結
び
つ
、
げ
た
の
で
相
営
情
躍
す
る
か
と
思
は
れ
大
が
一
年
足
ら
歩
で
嚢
へ
k
。
日
協
の
次
に
も
っ
と
大
規
模
且
つ
組
織
的
に
行
な
は
ム
ノ、
れ
た
の
が
大
日
本
生
産
黛
で
あ
る
。
之
は
黒
龍
舎
が
近
代
的
フ
ァ
シ
ス
ト
閤
慣
に
生
れ
鑓
ら
ん
と
し
て
大
阪
の
中
小
商
工
業
者
、
闘
将
附
労
働
組
合
の
支
持
の
許
に
行
な
は
れ
た
多
少
と
も
犬
衆
的
基
礎
の
あ
る
も
の
で
ふ
の
っ
た
＠
軍
人
の
誠
俸
、
封
支
積
極
政
策
の
修
正
、
ロ
ン
ド
ン
保
約
に
よ
る
軍
縮
と
統
帥
樺
干
犯
問
題
に
積
い
て
讃
口
内
閣
の
デ
フ
ν
政
策
仁
よ
る
都
市
中
産
階
級
ω窮
迫
、
農
村
の
中
小
地
主
の
漫
落
な
ど
は
い
に
く
青
年
将
校
を
刺
激
し
つ
：
の
る
と
き
、
満
洲
事
費
が
起
り
そ
れ
に
よ
る
枇
曾
的
大
韓
換
守
閣
民
が
意
識
し
つ
る
あ
る
’
cき
に
軍
人
の
念
進
化
と
な
り
陸
軍
省
・
参
謀
本
部
の
少
批
将
校
が
「
棲
曾
」
や
作
つ
k
u
こ
の
頃
二
月
事
件
・
十
月
事
件
な
H
ζ
と
云
は
れ
る
五
、
一
五
事
件
の
前
臨
か
E
も
思
は
れ
る
不
護
事
件
が
闇
か
ら
闇
へ
と
泊
え
た
．
ま
た
行
地
祉
の
強
化
さ
れ
た
も
の
と
し
て
紳
武
舎
が
生
れ
た
．
紳
武
舎
も
そ
う
で
あ
る
が
満
洲
事
盤
以
来
軍
部
の
塵
一
力
は
全
フ
ア
シ
ス
4
鞍
鵠
に
強
く
且
つ
大
で
あ
っ
k
。
営
時
の
犬
養
内
閣
に
於
て
荒
木
陸
相
の
護
言
は
何
時
も
注
目
の
中
心
で
あ
っ
た
。
こ
の
頃
よ
り
有
力
な
フ
ァ
シ
ス
ト
的
在
郷
軍
人
圏
躍
と
し
て
「
明
倫
舎
」
と
皇
道
舎
が
生
れ
た
、
か
く
論
じ
て
来
た
な
ら
我
々
は
拾
に
平
沼
駿
一
郎
の
「
園
本
一
位
」
会
問
題
に
す
る
で
あ
ら
う
。
之
は
虎
の
門
事
件
を
動
筑
と
し
て
作
っ
た
敦
化
圏
躍
で
上
暦
吐
曾
の
各
方
面
に
手
会
延
ば
し
、
軍
部
．
官
僚
‘
一
部
財
閥
の
支
持
あ
る
平
沼
の
政
治
的
地
紋
は
仲
A
M
輯
脱
出
来
な
い
も
の
が
あ
っ
た
、
苧
沼
と
共
に
一
五
は
れ
る
も
の
も
金
鶏
撃
間
的
安
岡
正
駕
が
ゐ
る
、
大
川
の
官
行
仮
£
出
し
紋
は
漫
論
派
で
あ
っ
た
。
「問
機
曾
」
は
新
官
僚
の
閤
債
で
安
岡
の
パ
ト
ロ
ン
に
よ
っ
て
作
ら
れ
て
ゐ
化
。
満
洲
取
件
、
十
月
穆
件
的
後
h
I
受
り
て
日
本
批
合
会
信
が
フ
7
シ
ヨ
的
気
合
に
ま
き
こ
ま
れ
て
ゐ
る
と
き
に
井
上
治
之
助
が
小
沼
正
に
・
国
務
底
が
菱
沼
五
郎
に
発
さ
れ
血
盟
圏
な
る
も
の
が
暴
露
し
た
。
そ
れ
は
日
本
念
進
フ
ァ
シ
ズ
ム
が
現
役
青
年
将
校
と
民
間
右
翼
の
提
畿
の
許
に
初
め
て
袋
削
に
そ
の
養
や
現
は
し
た
も
の
で
重
苦
し
い
袋
然
の
中
に
聞
民
は
云
ひ
ゃ
う
の
な
い
深
い
敬
慨
に
襲
は
れ
て
ゐ
る
聞
に
五
‘
一
五
事
件
に
ま
で
展
開
し
た
。
こ
の
事
件
が
日
本
一
砿
舎
に
随
時
へ
た
簡
懲
は
盆
前
の
も
の
で
響
閥
聴
は
肱
官
官
一
一
向
t
q
動
員
し
・
近
衛
第
一
、
第
二
般
国
よ
り
兵
四
百
五
十
名
令
出
動
き
し
た
。
之
の
中
心
的
指
務
者
は
藤
井
少
佐
で
あ
っ
た
が
彼
等
は
大
ア
ジ
ヤ
主
義
ぞ
抱
懐
し
ロ
ン
ド
ン
倹
約
に
憤
慨
し
今
に
し
て
君
側
の
好
医
令
除
か
ね
ば
日
本
は
誠
亡
の
外
は
な
い
と
信
じ
受
郷
艶
一
探
‘
紳
武
舎
の
大
川
一
一
時
四
周
一
波
．
日
召
一
波
と
結
び
つ
き
ク
ー
デ
タ
ー
を
行
な
は
ん
と
し
た
．
我
k
之
の
内
容
に
つ
き
詳
し
〈
知
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
山
本
検
察
官
の
言
葉
に
よ
り
て
見
る
と
「
古
賀
は
来
事
件
の
会
加
し
た
経
践
に
よ
り
今
回
被
告
等
の
企
闘
し
た
戒
厳
令
が
宣
告
さ
れ
る
品川
慨
に
至
る
と
公
然
・
回
れ
を
牧
拾
し
て
く
れ
る
・
相
営
大
き
い
勢
カ
が
あ
る
事
L
T
知
b
途
じ
決
行
し
た
と
云
。々
」と
あ
り
古
賀
も
「
亦
営
局
の
植
要
な
場
所
が
荒
木
系
？
補
充
さ
れ
仁
の
で
戒
厳
令
念
で
も
っ
て
ゆ
り
ぱ
荒
木
や
首
班
と
せ
る
窓
政
府
が
樹
立
さ
れ
る
と
思
っ
た
云
h
H
。」
に
よ
り
や
易
そ
の
商
問
ゃ
う
か
♂
ふ
こ
と
が
出
来
る
・
＼、，
録
箆
関
憶
の
輔
向
満
洲
薬
品E
．
血
盟
国
事
件
．
五
・
一
五
世
帯
件
と
我
JU
園
は
念
越
に
右
翼
化
し
て
行
っ
た
中
に
注
目
す
べ
き
も
の
と
し
て
批
合
主
義
陣
後
か
ら
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
へ
の
集
図
的
脚
向
を
出
し
大
事
で
あ
る
・
そ
の
先
駆
者
と
し
て
赤
松
克
監
が閉
店
る
、
彼
は
大
川
や
商
品
系
の
人
k
k「
日
本
枇
合
主
義
L
LT
護
刊
す
・
枇
民
向
認
の
毅
線
統
一
問
題
の
中
央
委
員
合
で
片
山
脅
笑
に
破
れ
た
の
が
脆
慌
の
直
接
的
原
闘
で
め
る
。
〈
昭
和
七
年
四
月
十
沢
目
）
枇
民
黛
が
絹
樹
立
し
て
ゐ
た
金
問
努
盛
大
衆
黛
も
松
谷
興
一
郎
の
占
綱
領
が
あ
り
そ
の
後
総
の
生
抜
幹
部
の
今
村
等
族
同
文
六
・
安
藤
盛
・
望
月
源
治
、
岸
月
議
官
作
の
輔
向
は
黛
員
冶
驚
か
し
た
。
こ
れ
ら
脱
黛
者
の
聞
に
新
穂
結
成
運
動
が
行
は
れ
た
が
下
中
波
と
赤
松
波
の
樹
立
な
ど
が
あ
り
何
時
ま
で
も
と
た
fxし
て
ゐ
大
．
而
し
て
世
人
は
や
う
や
く
テ
ロ
事
件
の
記
憶
そ
忘
れ
ゃ
う
と
し
て
ゐ
た
頃
大
日
本
生
産
議
員
令
中
心
と
す
る
各
右
翼
闘
阻
の
念
進
分
子
に
よ
り
帝
都
援
飢
の
除
牒
が
企
て
ら
れ
．
そ
れ
は
未
然
に
検
蜘
噂
さ
れ
た
が
そ
の
系
統
は
五
・
一
五
事
件
と
同
様
の
も
の
で
あ
っ
た
。
之
を
紳
兵
隊
事
件
と
云
ふ
．
日
本
フ
ァ
シ
ス
ト
閤
砲
は
全
農
．は
か
h
り
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
そ
の
間
し
ば
／
＼
験
線
統
一
運
動
も
努
力
さ
れ
た
、
そ
の
後
初
の
も
の
と
し
て
五
・
一
五
窃
件
の
反
動
に
よ
り
沈
滞
し
た
フ
ァ
シス
ト
陣
容
に
生
気
や
吹
き
込
み
、
各
議
の
勢
揃
aq
行
は
ん
と
の
意
図
の
許
に
閣
線
新
聞
聯
合
舎
協
議
舎
が
作
ら
れ
た
。
そ
の
後
各
種
の
図
慢
の
参
加
、もあ
り
相
賞
人
目
に
目
立
っ
た
が
紳
兵
隊
寂
件
で
中
度
分
子
L
T
失
ひ
鮫
は
な
く
な
る
。
そ
の
第
二
の
も
の
と
し
て
闘
慌
機
麓
聯
合
舎
が
あ
り
、
日
本
間
曹三
家
枇
命
日
主
義
協
議
舎
が
あ
る
。
後
者
は
問
家
枇
曾
主
義
の
各
首
脳
を
合
せ
に
が
「
純
正
日
本
主
義
」
と
「
科
準
的
関
家
批
曾
主
義
」
の
釘
立
と
な
0
．
内
紛
を
つ
Y
け
に
、
斯
様
な
扶
態
の
許
に
於
て
犬
本
数
々
主
出
口
王
二
三
郎
は
彼
の
尚
一
一
一
宮
な
る
黄
金
守
利
用
し
一
し
愛
問
閤
瞳
ω
一
一
統
を
計
り
、
そ
の
上
に
政
治
的
野
心
会
も
行
な
は
ん
と
し
た
も
の
で
昭
和
九
年
九
段
軍
人
台
館
で
の
昭
和
帥
遼
舎
の
結
成
ー
し
な
り
．
之
は
犬
木
敬
と
生
産
窯
や
根
幹
と
し
て
各
フ
ァ
ッ
シ
ョ
間
関
が
結
合
す
＠
こ
ω頃
ω
軍
部
は
如
何
な
る
欣
態
に
あ
っ
・
に
か
．
軍
部
は
一
，
R
・
一
五
事
件
」
以
来
民
間
と
手
会
切
ら
ん
と
し
て
努
力
し
た
．
そ
の
内
に
所
謂
「
陪
パ
ン
」
の
問
題
が
あ
り
、
フ
ァ
シ
ス
ト
閤
惜
の
み
な
ら
守
壮
大
集
ま
で
祉
大
震
ま
で
樫
乎
L
T
詰
る
‘
か
く
て
粛
軍
が
林
陸
相
の
許
に
行
な
は
れ
て
ゐ
る
と
思
は
れ
て
ゐ
に
と
き
じ
「
十
一
月
事
件
」
が
青
年
将
校
の
許
で
起
っ
た
。
フ
ァ
シ
ス
ト
闇
隈
の
一
云
ふ
所
ω非
常
時
の
悶
際
的
危
機
も
来
ら
争
、
輪
出
増
加
．
軍
需
イ
ン
フ
ν
な
rに
よ
り
と
も
か
t
．
一
一
明
の
切
迫
せ
る
粧
消
的
危
機
は
一
息
つ
い
た
か
の
感
会
示
し
て
ゐ
十
日
所
‘
昭
和
十
年
第
六
十
七
議
曾
に
於
け
る
美
濃
部
博
士
ω天
皇
機
開
設
排
撃
に
初
ま
る
開
睦
刷
機
問
題
は
諸
フ
ア
ヅ
シ
E
闇
賠
が
軍
人
、
在
郷
百
人
E
手
令
組
ん
で
大
騒
ぎ
ゃ
な
し
・
軍
た
る
感
読
ま
で
も
フ
ァ
ッ
シ
ョ
的
勢
力
が
入
り
来
・
り
、
各
大
事
に
お
す
る
訓
令
、
美
濃
部
博
士
の
み
な
ら
争
余
恭
一
法
制
局
長
．
一
木
植
樹
ま
で
問
題
は
展
附
し
た
。
林
陸
相
の
就
任
以
来
の
粛
軍
に
よ
く
協
力
し
て
来
た
時
の
軍
務
局
長
四
永
田
中
将
は
‘
粛
軍
の
必
要
上
よ
り
真
崎
敬
育
総
監
ω交
誌
に
し
た
ニ
と
は
改
遺
涼
将
校
の
恨
を
か
ひ
つ
い
に
相
津
中
位
に
暗
殺
さ
る
、
彼
が
「
事
の
成
る
と
否
と
を
問
は
ず
行
動
h
q
経
れ
ば
そ
の
ま
お
華
漕
へ
ゆ
く
考
へ
で
あ
つ
に
。
」
正
予
然
E
語
っ
て
ゐ
る
の
ぞ
凡
て
も
そ
の
背
景
の
重
々
し
さ
ぞ
思
は
す
に
充
分
で
あ
っ
た
。
相
海
中
佐
に
よ
る
事
件
の
第
一
師
国
軍
法
合
議
公
判
は
一
月
二
十
八
日
以
来
審
理
進
行
に
つ
れ
て
深
刻
化
し
、
事
件
営
時
的
陸
軍
次
官
橋
本
虎
之
助
中
将
ぞ
二
月
十
二
日
に
誼
人
と
し
て
喚
問
し
・
十
七
日
に
は
賞
時
の
陸
相
林
大
将
．
二
十
五
日
に
は
前
教
育
総
監
真
崎
大
将
ぞ
喚
問
し
た
。
病
中
の
真
崎
は
「
措
架
に
乗
っ
て
も
出
廷
す
る
J
と
決
意
の
程
や
示
し
た
と
き
世
人
一
般
と
事
惜
の
に
じ
な
ら
ぬ
こ
と
ぞ
思
は
し
た
が
そ
の
翌
日
、
二
月
二
十
六
日
に
あ
の
つ
一
・
二
六
事
件
」
E
云
は
れ
る
勤
飢
が
勃
設
し
た
。
そ
の
迫
憶
は
帝
都
市
民
に
は
余
り
に
も
生
々
し
い
。
へ
註
、
以
上
主
と
し
て
木
下
宇
治
若
「
日
本
フ
ア
シ
メ
ム
」
枇
合
評
論
祉
総
「
五
二
五
£
り
一
一
・
ニ
六
ま
τ’F。
「
白
太
経
済
年
版
」
の
第
三
十
四
斡
B
A
ぴ
改
鐙
一
位
編
「
フ
ァ
シ
ズ
ム
研
究
」
な
ど
ド
£
5
0
